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小田原支援学校 支援連携部  

題字：高 A２年生徒作品 
題字：小田原支援学校 大井分教室 高等部生徒作品 

 

 小田原合同庁舎にて小田原支援学校作品展が開かれます！ 

 地域の多くの方に本校の授業や活動の様子を伝え、障害児・者の理解を深めることをめざし
て、小田原合同庁舎にて、小田原支援学校作品展を行います。ぜひご覧ください！ 

 

 

◆展示場所 小田原合同庁舎 １階 展示スペース  

◆日時   ７月２４日（木）～８月６日（水）  

小田原校舎小学部・高等部の児童生徒作品   

８月７日 （木）～８月２２日（金）  

湯河原校舎・大井分教室小学部・高等部の児童生徒の作品 

 時間８：３０～１７：１５（７月２４日、８月７日は１０：００～、８月２２日は～１３：３０） 

 （土）（日）（祝日）は、休館日です。 

 

※なお、中学部の生徒作品は、１０月中旬に三の丸ホール展示室にて開催される「小田原・足柄

下地区中学校生徒美術展」に参加、出品します。 

 

小田原支援学校 HP 

はこちらから 
大井分教室の取り組み紹介 

小田原支援学校は、小田原校舎、湯河原校舎、大井分教室の 3つの校舎があります。 

大井高校内にある大井分教室についてご紹介します。 

 大井分教室は知的障害教育部門高等部の約 50人の生徒が通っています。 

 週に 2日作業学習が設けられているなど、自立と社会参加へ向けた職業教育に力を入れてい

ます。作業学習では地域に貢献する活動の機会を多く設けています。自分たちの仕事が地域の

方に喜ばれ、感謝していただけるよい経験となっています。 

ジャンボタニシ駆除活動 

 農作物に深刻な被害を及ぼしている特定外来生物スクミリンゴガイ

（通称ジャンボタニシ）の駆除活動を大井分教室の生徒たちが取り組ん

でいます。ジャンボタニシの生態や地元農家の苦労を学ぶことで、地域

農業への理解促進をはかっています。 

↑昨年度の作品展より 


